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第3章　書籍

▶修習期　　56 期
▶弁護士会　兵庫県弁護士会
▶事務所名　方円法律事務所

P R O F I L E

あなたの本が世に出ることの重み

中村　真
M a k o t o  N a k a m u r a

活用メディア   書籍
1 活用しているメディア、発信している主な内容・ターゲット

私は、これまで単著で『若手法律家のための法律相談入門』学陽書房（2016

年）、『相続道の歩き方』清文社（2018 年）、『若手法律家のための民事尋問

戦略』学陽書房（2019 年）という 3冊の本を世に出させていただきました。

また、ありがたいことに、念願であった岡口基一裁判官との対談の機会に

恵まれ、民事裁判実務に関する対談本『裁判官！　当職そこが知りたかった

のです。─民事訴訟がはかどる本─』学陽書房（2017 年）も出させていた

だきました。

これまで私の本で取り扱ったのは、法律相談技法、民事裁判手続一般、相

続案件処理、民事尋問技術というものです。どれもテーマそれ自体に目新し

さはありません。書店へ行けば類書と呼べるものはたくさんあります。

ただ、『裁判官！～』では優秀で複合的な魅力あふれる有名裁判官との対

談形式であったという点、それからどの書籍にも法律書にはあまりないイラ

ストを多く掲載しているという点が他と違っていて、それが私の本の差別化

に一役買っているといえると思います。出版社から声をかけていただいたの

も、私が普段から人を食ったようなイラストを描いているという点が大き

かったようです。

読者層は、若手～中堅弁護士の他、初学者や法科大学院生、司法修習生、

そして隣接士業（司法書士、税理士）の方を常に意識して書いています。単

著の本では、「基礎的ルール」を取り上げ、そこから実務的な悩みを加えて「実

務対応」に展開していくという大まかな流れも共通しています。

高度かつニッチな内容では読者層が限られてしまいますし、自分の乏しい

経験を安易に一般化してしまうという危険があるので、それはできるだけ避

けたいなと考えています。

また、局所的な内容ではなくある程度取り上げたテーマ全体が俯瞰できる

本の方が、買った後も繰り返し手にとってもらいやすいだろうという思いも

あります。

兵庫の弁護士中村真です。

弁護士になり、現在17年目に入ったところです。

弁護士を目指したのは、トム ･ クルーズ主演の映画『ア・

フュー・グッドメン』を観て刑事弁護人に憧れたのがきっかけです。その後、

司法試験受験前に刑事裁判官志望に転向しましたが、修習に入ってからは再

び弁護士志望に変わり、最近は民事調停官（非常勤裁判官）を務めるなど、

法律家という名の一本の道の右側と左側を行ったり来たりする生活を送って

きました。
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